
１
月

日
に
行
わ
れ
た
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「
新
春
の
つ
ど
い
」
に
引

き
続
き
、
農
業
農
民
後
援

会
に
よ
る
「
農
業
を
語
る

つ
ど
い
」
が
、
市
勤
労
者

会
館
開
か
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し

た
共
産
党
農
漁
民
局
長
の

紙
智
子
参
議
院
議
員
か
ら

は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
の
危
機
、
国
内
で
の

農
業
危
機
と
自
給

率
低
迷
の
実
態
、

そ
の
闘
い
に
立
ち

上
が
っ
て
い
る
畜

産
農
家
や
農
民
連

の
人
た
ち
の
活
動

が
述
べ
ら
れ
、
農

産
物
の
価
格
補

償
、
農
家
の
所
得

保
障
で
安
心
し
て

作
り
続
け
ら
れ
る

党
の
農
業
政
策
を

紹
介
し
、
大
軍
拡
で
は
な

く
、
国
民
の
暮
ら
し
を
守

る
政
治
、
農
業
を
守
る
政

治
へ
の
転
換
を
訴
え
ま
し

た
。

土
砂
災
害
被
災
し
た

青
年
農
家
が
窮
状
訴

え
年
末
に
西
目
で
発
生
し

た
土
砂
災
害
で
、
被
害
を

受
け
た
青
年
農
家
か
ら

は
、
「
倉
庫
に
土
砂
が
流

入
し
、
昨
年

月
に
借
金

10

し
て
購
入
し
た
農
機
具
が

埋
ま
っ
て
い
る
。
立
ち
入

り
禁
止
で
、
手
出
し
が
で

き
な
い
。
営
農
計
画
を
立

て
、作
付
け
規
模
も
拡
大
、

春
か
ら
使
用
す
る
機
械

だ
。
被
災
現
場
の
早
急
な

対
応
や
、
機
械
へ
の
支
援

が
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な

訴
え
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

藤
島
の
畜
産
農
家
か
ら

は
、
「
飼
料
コ
ス
ト
が
高

騰
し
危
機
的
な
状
態
。
国

・
県
な
ど
の
補
助
支
援
が

続
か
な
け
れ
ば
終
わ
り

だ
。
今
、
一
番
苦
し
い
酪

農
家
を
助
け
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
に
参
加
者
か
ら

は
、
新
規
就
農
者
・
親
元

就
農
者
へ
の
支
援
の
拡
充

や
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

中
止
、
中
山
間
地
域
直
接

支
払
い
の
拡
充
、
鳥
獣
被

問
題
な
ど
、
地
域
農
業
を

守
る
た
め
の
課
題
や
要
望

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

つ
ど
い
に
参
加
し
た
関

と
お
る
県
議
と
党
市
議
団

は
、
土
砂
災
害
で
被
災
し

た
青
年
農
家
の
聞
き
取
り

を
行
う
と
と
も
に
、
個
々

の
農
家
か
ら
出
さ
れ
た
課

題
や
要
望
な
ど
の
実
現

に
、
引
き
続
き
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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て
、
実
践
し
て
い
る
方
々
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
２
０
１
６
年
８
月
の
厚

生
環
境
常
任
委
員
会
以
来
、
様
々
と
提

案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
子
育
て
家
庭

に
限
ら
な
い
つ
ど
い
の
場
所
と
し
て
の

発
展
を
今
後
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▽
雑
誌
に
山
形
県
議
団
記
事
掲
載
。
日

本
共
産
党
中
央
委
員
会
が
発
行
す
る
月

刊
誌
「
議
会
と
自
治
体
」
２
月
号
に
、

私
が
書
い
た
県
議
団
の
報
告
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
多
忙
に
つ
き
一
時
は
辞
退

も
考
え
た
の
で
す
が
、
「
山
形
は
全
国

の
目
標
に
な
り
ま
す
か
ら
」
と
編
集
局

の
方
に
お
だ
て
ら
れ
て
作
成
し
た
も
の

で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
、
第
一
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学
区
コ
ミ
セ
ン

で
実
施
さ
れ
た

「
子
ど
も
食
堂
」

を
見
学
さ
せ
て

貰
い
ま
し
た
。
庄
内
地
域
食
堂
と
朝
暘

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
共
同
の
事
業

で
、
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
家
庭

に
、
お
も
ち
ゃ
や
衣
類
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
暖
か
い
肉
餅
（
肉
汁
に
お
餅
が

入
っ
た
感
じ
）
が
そ
の
場
で
提
供
さ
れ

る
も
の
で
、
大
勢
の
親
子
が
笑
顔
で
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

▽
私
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
食
堂
や
無

料
塾
な
ど
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い

NO.２３３３
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員
、
市
の
子
育
て
推
進
課

長
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
等
が
、
５
つ

の
テ
ー
ブ
ル
・
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
行
い
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
で
の
保
育
園

の
対
応
に
つ
い
て
、
「
複

数
の
保
育
士
が
感
染
し

て
、
保
育
体
制
の
確
保
が

困
難
だ
っ
た
」
と
の
声
や
、

「
県
内
で
も
鶴
岡
市
の
支

援
対
応
が
早
く
て
良
か
っ

た
。
県
内
他
自
治
体
へ
の

波
及
も
あ
っ
た
の
で
は
」

と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。物

価
高
騰
で
の
支
援
に

は
、
「
給
食
費
へ
補
助
金

が
使
え
な
か
っ
た
。
基
準

の
在
り
方
が
課
題
」
と
の

声
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
士
の
求
人
で
は
、

「
辞
め
て
も
、
入
っ
て
こ

な
い
。
看
護
師
も
探
し
て

い
る
」
、「
新
卒
の
保
育
士

は
確
保
で
き
な
い
」
と
の

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

問
題
と
し
て
、
保
育
士

の
給
与
・
処
遇
改
善
や
、

保
育
士
配
置
基
準
の
見
直

な
ど
、
切
実
な
課
題
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
発
熱
や
病
気

な
ど
で
の
対
応
か
ら
、「
親

が
仕
事
を
休
み
や
す
い
職

場
環
境
が
必
要
だ
」
、「
核

家
族
化
が
進
行
し
て
い

る
」、
「
親
も
祖
父
母
等
も

仕
事
を
す
る
状
況
」
な
ど
、

社
会
全
体
の
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
児
の
枠
に

入
ら
な
い
「
気
に
な
る
子
」

へ
の
保
育
士
の
加
配
対
応

に
つ
い
て
、
園
ご
と
に
な

る
な
ど
の
課
題
と
、
専
門

家
や
保
健
師
な
ど
の
適
切

な
支
援
、
共
通
理
解
を
進

め
る
家
族
と
保
育
園
の
関

係
づ
く
り
の
必
要
性
も
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

鶴
岡
市
民
間
保
育
協
議

会
（
会
長
・
松
原
保
育
園
、

齋
藤
功
氏
）
主
催
で
、
市

議
会
厚
生
常
任
委
員
会

（
菅
井
巌
委
員
長
）
と
の

懇
談
会
が
１
月

日
、
開
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か
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
各
保
育
園

の
関
係
者
と
、
市
議
会
議

紙参院議員がオンラインで参加



り
、
実
現
を

目

指

し

ま

す
。チ

ラ
シ
や

署
名
用
紙
が

必

要

な

方

は
、
庄
内
産

直
セ
ン
タ
ー

（

・
１
５

33
１
１
）
に
連

絡
し
て
下
さ

い
。

業
の
運
営
課
題
と
し
て

「
法
人
統
合
」
の
検
討
も
、

意
見
と
し
て
出
さ
れ
ま
し

た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

「
通
園
バ
ス
の
利
用
が

減
っ
て
い
る
」
と
の
声
を

上
げ
た
園
で
は
、
置
き
去

鶴
岡
市
に
対
す
る
、「
小

・
中
学
校
の
給
食
無
償
化

を
求
め
る
署
名
」
運
動
が
、

国
民
の
食
糧
と
健
康
を
守

る
運
動
田
川
地
区
連
絡
会

（
田
川
食
健
連
）
で
始
ま

り
ま
し
た
。

市
で
は
、
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
令
和
４
年

月
11

か
ら
５
年
３
月
ま
で
、
５

ヶ
月
間
の
給
食
費
無
償
化

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
４
月
か
ら
は
給
食
費

の
徴
収
が
再
開
さ
れ
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高

騰
が
今
後
も
続
く
と
み
ら

れ
、
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
や
、
少
子
化
対
策
の

た
め
に
も
、
無
償
化
の
継

続
を
求
め
て
い
ま
す
。

署
名
は
２
月
末
に
ま
と

め
、
３
月
に
市
長
へ
提
出

す
る
予
定
で
す
。

党
市
議
団
と
し
て
も
、

学
校
給
食
無
償
化
は
重
点

政
策
要
求
の
一
つ
で
あ

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
1月26日入札分

・鶴岡公園東駐車場周辺歩道植栽桝舗装工事
中止

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
1月27日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区管路施設147－2号新設工事（三瀬地内ほか）（入
札9業者うち1業者辞退）
（株）伊藤組 41,900,000円（42,530,000円）工期～3/31（落札率98.52％）

1月24日入札分
・市公共下水道事業 汚水K306-2号ほかマンホールポンプ新設工事（清水新
田地内ほか）（入札6業者）
山形空調（株） 28,300,000円（28,920,000円）工期～3/31（落札率97.86％）

り
チ
ェ
ッ
ク

と
安
全
確
保

の
機
器
導
入

な
ど
で,

負
担
が
増
し

て
い
る
悩
み

が
語
ら
れ
ま

し
た
。

「
今
後
の

政
府
の
コ
ロ

ナ
５
類
へ
の

引
下
げ
、
保

育
園
や
小
学

校
な
ど
で
の

感
染
拡
大
が

心
配
。
現
場

の
混
乱
を
想

定
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声

や
、
地
域
全

体

の

少

子

化
、
保
育
事


